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教育スーパービジョンの養成コンセプト

　

現在、日本では、学校での教育活動と授業を対象とし、授業改善を目的とした教育スー

パービジョンのモデルは、未だ明確には存在しないのが実情である。したがって、スーパ

ーバイザーもまた専門的に養成されているわけではない。学校教育の経験者あるいは教育

学の専門家と称される

人

たちがスーパーバイザーとして活動し、それぞれの理論と経験に

基づいて、体系的には構築されていないスーパービジョンを主観的に実行しているのが現

状である。

　本報

告書

Ⅱ

において、教育活動と授業の改善のための、心理学的スーパービジョンとは

異なった教育スーパービジョンを開発する必要性を理論的･実証的に明らかにし、Ⅲでは、

教育スーパービジョンの

一

つのモデルとしてドイツのキール大学で開発された、教育スー

パービジョンキールモデルの基本構造を分析した。そして、そして、IVではスーパービジ

ョンワークのエレメントについて明らかにした。

　

これらの成果に基づいて、ここでは、教育スーパービジョンキールモデルを基に、まず、

スーパーバイザー養成カリキュラムを開発する目的とその機能について、スーパーバイザ

ーに求められる、養成されるべきコン

ピテ

ンスを明確にする。そして、教育スーパーバイ

ザーの養成段階と養成モジュールについて述べる。

１

.

教育スーパービジョンにおける養成目的

　

スーパーバイザーの専門的養成を考えるさいの前提は、教育スーパービジョンのコンセ

プトが明確であり、そのコンセプトに相応した養成カリキュラムをもつことだろう。この

意味で、教育スーパービジョンキールモデルは、学校教育と授業を中心にしている教育ス

ーパービジョンとしてのコンセプトを持つだけではなく、同時に養成コンセプトも開発し

ており、検討する価値があると考えられる。

　

キールモデルでは、教育スーパービジョンの受け手として、すなわちスーパーバイジー

として、あらゆる

校

種で労働する教師、管理職、指導主事などの教育関係者が想定されて

いる。だから、スーパービジョン養成の基礎資格として、教員養成の経験と教職経験が考

えられている。

　

ここで検討するキールモデルの養成コンセプトの第１の特徴は、スーパービジョンコン
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セプトに基づいて、養成マニュアルを

開

発していることである１)。このマニュアルは、①

スーパーバイザー養成のためのカリキュラムとして貢献すること、②スーパーバイザー養

成に関心を持っている人々に、教育スーパービジョンの目標と内容と方法についての情報

を与えること、

③

実際に活動しているスーパーバイザーに理論的にも実践的にも援助する

こと、④教育スーパービジョンの理論的基礎、実践に向けられたワークエレメント、ワー

クシートなどを通して、経験を建設的に交換し合い、さらなる改善を求めること、という

四つの目標と機能をもつことが期待されている。

だから、このマニュアルは、いわば実践的な養成に貢献するものであって、養成それ自体

に代わりうるものではないことが前提として考えられている。キールモデルの養成コンセ

プトがもつ第２の特徴は、そしてこのコンセプトのきわめて建設的な要素は、養成過程に

おいてスーパーバイザー養成のレベルとスーパービジョンのレベルを交差させていること

である２)。

　

第

３

節で詳述するが、この特徴を理解するためにもう少し具体的に言うと、養成の第１

段階ではシミュレートされたスーパービジョン会合が設定され、その枠内でワークエレメ

ントが媒介され、トレーニングされる。そしてこのシミュレートされたスーパービジョン

会合の評価は、養成参加者がスーパーバイジーとして参加するスーパービジョンとして行

われる。このように養成参加者は、養成過程において学習者としてトレーニング受けると

同時に、トレーニングの経験をもってスーパービジョンに参加することができるのである。

ここで、トレーニングとスーパービジョン会合が交差することになる。

　

そして養成の第２段階では、第１段階でシミュレートされたスーパービジョン会合で学

ばれた内容を、養成参加者が持ち込んだ正真正銘の例にょって試すことになる。事例を持

ち込んだ参加者はここでは、自分のスーパービジョン事例で試すことが出来る。このレベ

ルでスーパーバイザーの役割を引き受けるのは養成指導者である。

　

以上のように、キールモデルにおけるスーパービジョン養成の特徴は、①スーパービジ

ョン養成コンセプトに基づく養成カリキュラムとしてのマニュアルを開発していること、

②マニュアルに基づくトレーニングとスーパービジョンが交差されていることである。こ

の二つの特徴を端的に言えば、養成参加者が経験的に学ぶことができるように方向づけら

れているといえる。確かに、養成は理論的レベルをもつが、その理論に基づいてトレーニ

ングをし、トレーニングの経験をスーパービジョン会合で評価し、シミュレートされたス

ーパービジョン会合でトレーニングしたコン

ピテ

ンスを活用し、次のレベルでは正真正銘

のスーパービジョンをスーパーバイジーとして経験する、というように理論的に学ばれた

ことが経験され、

ト

レーニングされ、実践される。このような経験重視のアプローチが、

キールモデルのスーパービジョン養成の際立った特徴であり、最も評価すべき点である。

２

.

教育スーパーピジョンに必要なコンピテンス

　

スーパーバイザー養成にとって、養成しようとするスーパーバイザーがどのようなコン

ピテ

ンスを持つのが望ましいのか、言い換えれば、どのようなコン

ピテ

ンスが養成の対象
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になるのかを規定することが、不可欠である。

　

教育スーパービジョンキールモデルでは、この養成されるべき対象を、三層構造として

規定している。まずスーパーバイザー資格の土台となる「フィールドコンピテン

ス

」とそ

の土台の上に構築される「一般的スーパービジョンコン

ピテ

ンス」と「特殊なスーパービ

ジョンコン

ピテ

ンス」の三層である。そしてこの一般的スーパービジョンコン

ピテ

ンスは、

相談コン

ピテ

ンスと主体コン

ピテ

ンスからなり、特殊なスーパービジョンコン

ピテ

ンスは、

①教育的

－

セラピー的対話指導のコン

ピテ

ンス、②インターアクション経過の専門的観察と

近くについてのコン

ピテ

ンス、③教育的自己コンセプトの熟慮についてのコン

ピテ

ンス、

④自己経験過程の分析と同

伴

こついてのコン

ピテ

ンス、

⑤

葛藤熟慮と問題熟慮についての

コンビテンス、⑥グループダイナミズムの過程の分析と同伴についてのコンビテンス、⑦

教育的モデレーションについてのコンビテンス、の七つのコン

ピテ

ンスからなる。

　

この養成対象となるコンビテンスを図示すれば次のとおりである（図１参照）３）。

　

フィールドコン

ピテ

ンスという用語によって、スーパービジョンコン

ピテ

ンスの土台と

なるコン

ピテ

ンスが考えられている。キールモデルは、学校教育活動と授業を出発点とし

ているので、スーパービジョンワークの土台として、スーパーバイジーが労働している職

業領域の勝手がわかっていること、言い換えれば教員養成の経験と包括的な実践経験が前

提となる。だからフィールドコン

ピテ

ンスは、教師と

し

てのスーパーバイザーの職業的実

践経験を特徴づけ、それは、教科教育学、教育学、教育方法学、学校心理学、教育社会学

の基本的な知識習得と結びついている。キールモデルでは、スーパーバイジーが活動する

実践領域学校について、その客観的所与性、制度、そこでの日常的な授業を自己経験とし

スーパーピジョンコンビテンスの土台としてのコンビテンス：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

フィールドコンビテンス

一般的なスーパービジョンコンビテンス：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

相談コンビテンス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

主体コンビテンス

特殊なスーパービジョンコンビテンス：

　　　　　　　　　　　　　

教育的－セラピー的対話指導についてのコンビテンス

　　　　　　　

インターアクション経過の専門的観察と知覚についてのコンビテンス

　　　　　　　　　　　　　　

教育的自己コンセプトの熟慮についてのコンビテンス

　　　　　　　　　　　　　　

自己経験過程の分析と同伴についてのコンビテンス

　　　　　　　　　　　　　　　　　

葛藤熟慮と問題熟慮についてのコンビテンス

　　　　　　　

グループダイナミズムの過程の分析と同伴についてのコンビテンス

　　　　　　　　　　　　　　　　　

教育的モデレーションについてのコンビテンス

図1.スーパーバイザーに必要とされるコンビテンス
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てよく知っている

人

は、具体的な個別領域におけるスーパービジョンテーマや関心事、あ

るいは問題設定を容易に整理し分析でき、多種多様なファクターの相互作用を視野に入れ

ることができると考えられている。だから、このフィールドコン

ピテ

ンスは、スーパーバ

イザー養成の過程で媒介されるものではなく、教員養成において媒介されるものであり、

したがって、フィールドコン

ピテ

ンスは、教育スーパーバイザーになるためのスーパーバ

イザー養成に参加するための前提となるコン

ピテ

ンスであると考えられている。言い換え

れば、キールモデルにおけるスーパーバイザー養成は、教員養成と一定の教職経験を前提

にしているのである４)。

　

フィールドコン

ピテ

ンスの土台の上に養成される一般的スーパービジョンコン

ピテ

ンス

として、スーパーバイザーの主体コン

ピテ

ンスと相談コン

ピテ

ンスが考えられている。こ

の二つのコン

ピテ

ンスは、スーパービジョンワークのための一般的な、上位に整理される

全能力と習熟を示しており、あらゆるスーパービジョンワークを覆い、スーパービジョン

ワークに貫徹される、いわば振舞原理と理解されている。だから第三層である特殊スーパ

ービジョンコン

ピテ

ンスの個々のコン

ピテ

ンスの中にも反映されるものである。

　

相談コン

ピテ

ンスは、スーパーバイジーが自ら目標を設定し、目標に到達できるように

支援

で

きるスーパーバイザーの能力を示しており、教育心理学的ツール、コミュニケーシ

ョンツール、方法的一教授学的ツールを使って、目標適合的に、グループ適合的に、文脈

適合的にスーパービジョンワークを実行できるスーパーバイザーの能力を示している。

　

しかし、スーパービジョンワークはこれらのツールをマスターするだけでは、支援され

えない。なぜならスーパービジョン過程において、スーパーバイザーの人格が大きな影響

を持つからである。スーパーバイザーがスーパービジョンワークに適切に同伴できるため

のコン

ピテ

ンスとして、主体コン

ピテ

ンスが考えられているのである。この主体コン

ピテ

ンスによって、スーパーバイザーがスーパーバイザーとして人間的に継続的に発

達

してい

くよう努力することが考えられている。とりわけ自己の弱点への洞察を示している自己経

験は、スーパーバイザーの可能性と限界の査定、ならびに感情移入能力のリアルな査定に

不可欠である。

　

第３層として、特殊なスーパービジョンコン

ピテ

ンスが、一般的なスーパービジョンコ

ン

ピテ

ンスとならんで、スーパーバイザー養成において媒介される。この特殊なスーパー

ビジョンコン

ピテ

ンスは、

本

報告書IVで述べたワークェレメン

ト

に対応し、これらのワー

クエレメントを遂行できるコン

ピテ

ンスである。

①教育的

－

セラピー的対話指導のコン

ピテ

ンス

②インターアクション経過の専門的観察と知覚のコン

ピテ

ンス

③教育的自己コンセプトを熟慮するコン

ピテ

ンス

④自己経験過程の分析と同伴のコン

ピテ

ンス

⑤

事実レベル・関係レベル・グループレベルでの葛藤解決と問題解決のコン

ピテ

ンス

⑥グループダイナミズムの過程の分析と同伴のコン

ピテ

ンス

⑦教育的モデレーションのコン

ピテ

ンス

　

教育スーパーバイザー養成において媒介されるのは、以上の三層のコン

ピテ

ンスのうち

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－1
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第２の一般的なスーパービジョンコン

ピテ

ンスと、この第３の特殊なスーパービジョンコ

ン

ピテ

ンスである。そして、この特殊なスーパービジョンコン

ピテ

ンスがまず、個々に順

番に最初の段階で媒介され、トレーニングされ、そして一般的なスーパービジョンコン

ピ

テンスに浸透していくものとして構想されている。

　

以上の三層構造からなるコン

ピテ

ンスを、養成段階と

関

連づけ概観図にすると次のよう

になる（図2、参照）５）。

　

この概観図でわかるように、特殊なスーパービジョンコン

ピテ

ンスは、媒介され、トレ

ーニングされ、実践に適用されるように段階的に形成される。そしてこの特殊なスーパー

前提資格：フィールドコンピテンス
養成段階１：スーパービジョンのワークエレメントの媒介
　　　特殊なスーパービジョンコンピテンス
　　　　　　　　相談コンピテンス
　　　　　　　　主体コンピテンス
養成段階２：スーパービジョンのトレーニング
　特殊なスーパーピジョンコンピテンス
　　　　　相談コンピテンス
　　　　　主体コンピテンス
養成段階３：スーパービジョンの実践
　特殊なスーパービジョンコンピテンス
　　　　　相談コンピテンス
　　　　　主体コンピテンス
　　　養成段階４：教師スーパービジョン
　　　　特殊なスーパービジョンコンピテンス
一般的なスーパービジョンコンピテンスとしての
　　　　　　　相談コンピテンス
　　　　　　　主体コンピテンス

図２

　

スーパービジョンコン

ピテ

ンスと養成順序の概観図
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ビジョンコン

ピテ

ンスは、相談コン

ピテ

ンスと主体コン

ピテ

ンスと一緒に作用すること

がわかる。

３

．

教育スーパービジョンにおける養成段階

　

上記のように、スーパーバイザー養成は、４段階に分けられる。スーパーバイザー養成

は、上述したように教員養成と教師経験を前提として、そこで培われたフィールドコン

ピ

テンスを土台として行われる。この４段階で媒介される理論と実践を概観したものが、図

３である６）。次にこの４段階の内容について簡単に説明をする。

　

教育スーパービジョンキールモデルにおいてキーとなっているのは、スーパービジョン

を構成する九つのスーパービジョンワークエレメント（図４参照）である７）。それゆえこ

のスーパービジョンワークエレメントを個々に遂行できるだけではなく、スーパービジョ

ンのテーマないし問題、スーパーバイジーに相応して適用でき、組み合わせて応用できる

コン

ピテ

ンスがスーパーバイザーには求められる。だからまず、養成の第１段階として、

このコン

ピテ

ンス形成のために、理論の媒介と個々のワークエレメントのトレーニングが

課題となる。このワークエレメントの理論媒介とトレーニングのために、ほぼ12ヶ月が

見込まれ、第１段階では、それぞれのワークエレメントが分離されて個別に媒介され、ト

レーニングされる。

　

養成者の課題は、参加者全員の前で習得されるべきそれぞれのコン

ピテ

ンスを実演して

見せることである。そして参加者は、小グループでそれぞれのコン

ピテ

ンスを練習する。

次に、練習成果を再び全員が参加するシミュレートされたスーパービジョン会合で披露し、

養成者の指導のもとで練習する。このシミュレートされたスーパービジョン会合では、参

加者はスーパーバイザーの役割に必要な練習をすると同時に、スーパービジョン会合には

スーパーバイジーとして参加するという２重の役割を引き受けていることになる。そうし

て養成の枠内で同時に参加者によって持ち出された事例に関するスーパービジョンを維持

することができる。

　

理論の媒介と小グループでのトレーニングと全体でのシミュレートされたスーパービ

ジョン会合でスーパーバイザーの役割において練習することでスーパーバイジーの役割を

同時に引き受けるという、参加者の経験による養成方法の際立った特徴をここにも見るこ

とが出来る。

　

第２段階は、ほぼ６ヶ月見込まれているが、ここでは第１段階のトレーニング経験が理

論化されスーパービジョン過程全体のなかにそれぞれのワークエレメントが整理される。

そしてスーパービジョン過程の全体がトレーニングの対象となり、個々のワークエレメン

トを全過程と関連づけて習熟され、個々のワークエレメントをスーパービジョンの経過に

つなぐことがトレーニングされる。そして同時に、実践的なスーパービジ

ョ

ンワークのな

かで、それぞれのワークエレメントを投入する可能性と限界が明確に学ばれる。

　

第２段階においてもまた第１段階と同様に、全体でのワークと小グループでのワークが

組み合わされる。小グループでのワークは、参加者に集中的な実践的トレーニングの機会
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教育スーパービジョンの養成段階

前提：フィールドコンビテンス

　　教員養成と教員経験

理論的分担 実践的分担

第１段階：スーパーピジョンのワークエレメントの媒介（ほぼ12ヶ月）
理論的深化ないし拡大
・スーパービジョンの人間像
・ミクロ分析的授業研究
・フィードバック形式
・自己経験と自己探求の理論的観点
・行動変更のてがかり
・葛藤解決のコンセプト
・コミュニケーション形式
(バーバルコミュニケーションと
　　ノンバーバルコミュニケーション)

ワークエレメントの媒介とトレーニング
・教育的－セラピー的対話指導について
・観察と知覚について
・教育的自己コンセプトについて
・自己経験について
・事実レベルと関係レベルでの葛藤熟慮について
・グループダイナミズムについて
・教育的モデレーションについて

第２段階：スーパービジョンのトレーニング（ほぼ６ヶ月）

トレーニング経験の理論的深化と拡大

・スーパービジョン過程

スーパービジョンワークのセツテイングヘの統合

・スーパービジョン経過全体のトレーニング

・ワークエレメントの目標付けられたトレーニング

第３段階：スーパーピジョンの実践（ほぼ12ヶ月）
理論的反省
・理論的問題の熟慮と深化
・方法的-教授学レベルと目標レベルと人格定位
　レベルでスーパービジョンに求められている
　アスペクトのテーマ化

　実践事例の熟慮
・ワークエレメントの投入
・意見交換グループ内での自分のスーパービジョン
　ワークの反省
・実践事例の熟慮と記録

第４段階：教師スーパービジョン（ほぼ６ヶ月）

理論的反省

・教育スーパービジョンの理論的問いの熟慮と

　深化

スーパービジョンの応用

・自分が実践したスーパービジョンワークの反省と

　熟慮

図３

　

教育スーパービジョンの養成段階の見取り図
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教育スーパービジョンのワークエレメント

スーパーピジョン過程の基礎についてのワークエレメント
　　　　　　　　　　　１　教育的－セラピー的対話指導
スーパービジョンワークにおける教育的一診断的進行、解決定位的進行の際に呼応、受容し、
共感に支えられた雰囲気の構成、スーパーバイジーの人物と目標にあった話と話し方　　自己知覚と他者知覚の繊細さについてのワークエレメント

２　観察と知覚
ミクロレベルとマクロ
レベルでの教育的ない
し社会的‐情動的イン
ターアクションの認識
と分析

３　教育的自己コンセプト
(主観的な)理論的関連ないし
目標パースペクティブ的動機
と職業的動機、立場の認識、
職業活動についての態度の開
拓

４　自己経験

自分の(教育的)自己コンセ

プトのテーマ化と自己の

(生育歴の)関与、スーパー

ビジョンワークにおける

自己の可能性と限界の査

定、自己知覚と他者知覚

葛藤熟慮と問題熟慮についてのワークエレメント

５　事実レベルでの

　　葛藤熟慮と問題熟慮

何よりもグループスーパービ

ジョンとチームスーパービジ

ョンにおける、しかしまた個

人スーパービジョンにおける

事実葛藤の認識と分析と目標

適合的な熟慮

６　関係レベルでの個人的な

　　　葛藤熟慮と問題熟慮

何よりも個人スーパービジョ

ンにおいて､しかしまたグルー

プワークやチームやペアスー

パービジョンにおいて個別の

事例を熟慮する際の関係葛藤

の認識と分析と目標適合的な

熟慮

７　グループにおける
関係レベルでの葛藤熟慮と
問題熟慮
グループやチームやペアスー
パビジョンにおけるグループ
構成員の間の関係葛藤の認識
と分析と目標適合的な熟慮

〔　　スーパービジョン過程を操舵するワークエレメント
８　グループダイナミズム
グループダイナミズムの過程とその作用につ
いての知識、グループワークの能力があるよ
うにする、ないしグループを維持するための
グループダイナミックな介入テクニックの熟
達

９　教育的モデレーション
適切な方法(教授法、ビジュアル化、対話形式な
ど)を編入したスーパービジョングループの目
標にあった方向付けと導き

図４

　

教育スーパービジョンのワークエレメント
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が提供できるので有益である。

　

養成の第３段階は、スーパービジョン養成の本来的な最終段階である。第３段階の課題

は、第1、第2段階で獲得された理論的知識とコン

ピテ

ンスをスーパービジョンワークの

実践に移し変えることである。参加者がスーパーバイザーとして活動するために準備する

この段階は、参加者がリアルな実践事例に基づいて自分の能力と習熟を包括的に試してみ

て、反省し、最適に実践できるようになっていくことを課題としている。

　

だから参加者は、リアルな実践事例でスーパービジョンを試してみるために、彼らは

本

物のスーパーバイジーを探し、個人スーパービジョン、グループスーパービジョン、チー

ムスーパービジョンの形式で、自立的に、完全なスーパービジョン会合を実行する。そし

てこの実行されたスーパービジョンのビデオとトランスクリプトに基づいて徹底的に評価

される。

　

第３段階においても全員参加の会合、半分の人数の会合、小グループが組み合わされ、

徹底してトレーニングされる。そして最終的に、テストが行われ、終了証明書が交付され

る。

　

第４段階は、６ヶ月から12ヶ月程度行われ、この第４段階で養成は終了する。この教

師スーパービジョンは、スーパーバイザー養成を担う教師スーパーバイザーが指導してい

るスーパービジョングループで、第

３

段階までを終了したスーパーバイザー候補者が実際

にスーパービジョンを実行し、反省し、熟慮することを課題としている。いわば最終段階

の実習である。

４

.

教育スーパービジョンの養成モジュールとトレーニングモジュール

　

キールモデルは、スーパービジョン養成参加者が養成段階でワークをするための方法的

進行の基本プロフィールを表すものとして、次の５種類の養成モジュールとトレーニング

モジュールを準備している８)。

①

　

スーパービジョン養成実施の基本的セッ

ティ

ングについてのモジュール

②

　

対話練習とスーパービジョン練習

③

　

内側と外側に二重円をつくり、スーパービジョンの実行と観察

④

　

硬化した見方と行動ムスターの解除と新しい見方と行動ムスターヘの転換とその反省

⑤　

否定的な経験・困難・問題のロールプレイとロールプレイトレーニング

　

すでに述べたように、キールモデルは経験的アプローチをその特徴としている。それゆ

え、スーパービジョンの理論の媒介と個々のワークエレメントの基礎理論の媒介とならん

でスーパービジョンの進行に不可欠なワークエレメントが養成期間中に試され、トレーニ

ングされ、経験的に獲得されるように、上記の五つのモジュールが準備されているのであ

る。このモジュールは、トレーニングを実施するさいの内容と方法と手順を簡潔に示した

ものである。

ここでそれぞれのモジュールについて簡単に説明しておく。①のモジュールは、スーパー

ビジョン養成を実施するさいの基本的セッ

ティ

ングの概観を示しており、養

成

過程にお
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養成モジュールとトレーニングモジュール１：対話練習とスーパービジョン練習

１.トレーニング内容を先に与える　　　　　　　　　　セッティング２：-フリップチャート
　・構成要素、介入テクニック、段階、歩みの紹介
　・トレーニングすべき理論的基礎の媒介　　　　　　　　　　　　
　・質問の解明、予想される難しさについての議論　　　　　　　　
２.小グループ形成　　　　　　　　　　　　　　　　　　セッティング３：
　・さまざまなグループ形成方式（偶然原理、標識を先に与
　　える、自由な選択、など）によるトレーニング小クルー
　プの形成
　・養成単位にむけて小グループ状況の交代
３.　対話練習とスーパービジョン練習　　　　　　　　　　セッティング４：
　・対話練習とスーパービジョン練習の実行
　　ａ.
トレーニングのために自由意志で、スーパーバイ

　　　ザーとスーパーバイジーと観察者の役割を受け持つ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　ｂ．準備されたトレーニングセッティングでスーパー
　　　ビジョン会合の練習　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
4.
熟慮　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セッティング５：
　・確証された規則と歩みに従った対話練習とスーパービ　　　
　　ジヨン会合の練習の効果的な加工
　　第１段階：スーパーバイザーの行動様式
　　　スーパーバイザーの媒介された諸習熟、介入テクニッ
　　　クと観察しうる基本態度と関連したフィードバック
　　第２段階：内容、
　　　重要だと認識された内容的着手点、質問、問題、スー
　　　パーバイジーの難しさと関連したフィードバック
　　第３段階：シェアリング
　　　観察者によって挙げられた内容に関連した個人的当惑
　　　や感情や自己の関心
　　第４段階：主観的な気分
　　　スーパーバイザーとスーパーバイジーは、練習状況の
　　　間の主観的な気分について相互に応答する
(後、省略）

図５「養成モジニ

モジュール

と

トレーニングモジュール

」の

一

部
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この基本的セ

ッ

テ

ィ

ングを常に繰り返すことによって習得されていくことが期待されてい

る。養成過程の進行はつねに、ａ)練習の説明

とこ

れまでの練習の報告、b)新しく媒介する

学習内容の導入と整理と情報を与えること、ｃ)養成モジュールと練習モジュールを使った

ワークの実施、d)全体会合における反省、の四ステップを踏むことになる。

　

②の対話練習とスーパービジョン練習は、対話練習とスーパービジョンの練習の進行の

基礎情報を与えている。例示的に、このモジュールの一部挙げておく(図５参照)9)。

　

③の内側と外側の二重円をつくり、スーパービジョンを実行し観察することについての

モジュールは、ａ)トレーニングするワークエレメントの基礎理論と進行の概観の紹介、b)

参加者を内側の円と外側の円に分ける方法、ｃ)内側の円で実施するワークの説明、d)外側

の円でおこなう観察と反省の方法、が挙げられている。

　

④の硬化した見方と行動ムスターを解除し、新しい見方と行動ムスターヘ転換し、新し

く獲得した見方と行動ムスターを確保するためのモジュールは、ａ)それぞれのワークエレ

メントへの導入と理論的説明、b)硬化した見方と行動ムスターの解除の練習、ｃ)｢転換｣

にむけた練習、d)新しい見方と行動ムスターを日常的実践に転移する練習、からなってい

る。

　⑤

の否定的な経験・困難・問題のロールプレイとロールプレイトレーニングは、ａ)トレ

ーニングすべきテーマの確定とトレーニング経過の紹介、b)小グループでロールプレイの

準備をする、ｃ)ロールプレイの実行、d)トレーニングする理論的基礎の媒介、ｅ)ロールプ

レイトレーニングの準備、

f

)ロールプレイトレーニングの実行、g)実施されたロールプレ

イについて考察する、が挙げられている。

　

これらのモジュールは、図４で示した九つのワークエレメントと組み合わされ、そのと

きどきの試みとトレーニングのために構造的にセッティングされることになる。したがっ

て、養成トレーナーには、実践的な養成ワークを構成し、養成グループでの進行とそのと

きどきのワークエレメントを同調させ、養成を方法的に柔軟に、多種多様に繰り返して実

行できるように、これらのモジュールを構造的にセッティングする課題が課せられるので

ある。

　

教育スーパービジョンキールモデルは、以上のように、教育スーパービジョンコンセプ

トに相応して、スーパーバイザーに求められるコン

ピテ

ンスを明らかにし、そのコン

ピテ

ンス養成をモジュールとして構造化している。キールモデルのスーパービジョンワークを

一部実施した経験に基づいて言えば、キールモデルが持つこの全体性と体系性は、

日

本に

おける教育スーパービジョン開発とそのスーパービジョンを指導するスーパーバイザーを

専門的に養成することを考える際に、多くの示唆を与えていると評価しうる。
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2)Ebenda,S.639.

3)Ebenda,S.641の図を筆者が一部修正している。
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4)スーパーバイザー養成にとってフィールドコン

ピテ

ンスが前提になるかどうか，すなわ

ち教員養成と教職経験があるかどうかが前提になることには，異論が存在するだろう。そ

れはスーパーバイザーがスーパーバイジーの職業領域との十分な距離を保てないというの

が，その最大の理由である。この異論を承知の上で，キールモデルはしかし，この危険に

配慮することを忘れずに，フィールドコン

ピテ

ンスを前提としている。

5)Pallasch,W

.,

Kolln,D.,Reimer,H

.

Rottmann,C.:A.a.O.,SS.642-643.

6)Ebenda,S.644の図を筆者が一部修正している。

7)Ebenda,S.645.

8)Ebenda,S.651

9)Ebenda,S.656のモジュールの一部である。
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